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お元気ですか 
 

 

ポロシャツの女性が「もう限界」「現場を知って」と

訴える。訪問ヘルパーを長年務めてきた、女性は自殺

未遂をした。ハラスメントの日々、人手不足の苦し

み、いい介護は出来ないと語る。ヘルパーさんが介護

の未来を憂い、自殺を考えなければならない日本。 

ありえない！介護報酬は引き下がり、一方で料金

は上がり続ける。ついに町から介護事業所が無くな

っていく時代に。この国はどこまで生活の土台、介護

を壊し、お年寄りや中山間地域を追い込むのか。 

この流れを変えるのが、今度の総選挙。自民党は、

党のトップを変える動き。しかし、裏金事件が問題に

なっているのに、どの候補も企業・団体献金を禁止す

るとは言わず、「所得倍増」や「選択的夫婦別姓」な

どを新しい政策の様に言う。国民は見抜いている。 

なぜ、与党は進まないのか、反省のない政権は交代

しかない。国民の期待は、野党の本気の団結だが・・。 

介護現場の涙も、笑顔に変わる日を目指して。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会  

☆10月 20日 午前 10時～12時  
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

☆10月 16日 午後 18時～20時  
あぞの事務所 南拓人・弁護士 

＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 
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事
業
所
倒
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今
年
の
４
月
、
国
は
訪
問
介
護
の
介
護
報

酬
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
人

手
不
足
も
深
刻
化
、
事
業
所
の
倒
産
も
増

え
、
東
京
リ
サ
ー
チ
の
調
査
で
は
、
今
年

１
月
～
８
月
期
の
倒
産
が
１
１
４
件
と
、

前
年
同
期
で
見
れ
ば
１
・
４
４
倍
へ
増
え
、

過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。 

こ
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
倒
産
件
数
は
１
千
万
円
以
上
の
累
積

赤
字
の
企
業
で
す
。
実
態
は
、
赤
字
が
増
え
る
前
に
廃
業
す
る

所
が
多
く
、
こ
の
数
は
氷
山
の
一
角
で
す
。 

保
険
料
払
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
な
し
か 

県
内
の
訪
問
介
護
の
実
態
は
大
川
村
で
訪
問
介
護
事
業
が
休

止
と
な
り
、
四
万
十
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
っ
て
い

ま
し
た
が
、
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
家
族
の
皆

さ
ん
の
不
安
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
料
を
払
い
続
け

て
来
た
の
に
、
い
ざ
使
お
う
と
思
う
と
事
業
所
が
地
元
に
無
く
、

隣
の
町
か
ら
来
て
も
ら
う
し
か
な
い
状
況
で
す
。 

高
知
県
は
中
山
間
地
で
訪
問
に
２
０
分
以
上
か
か
る
場
合
は

県
独
自
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
全
体
を
見
れ
ば

国
が
繰
り
返
す
、
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
経
営
難
、
人
の
確

保
が
で
き
ず
、
休
止
や
廃
止
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

働
き
が
い
あ
る
介
護
に
す
る
た
め
に 

訪
問
・
介
護
事
業
所
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
達
か
ら
苦
し
み
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
地
元
新
聞
も
連
載
し
ま
し
た

が
、
高
知
の
介
護
危
機
は
深
刻
で
、
大
事
な
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人
権
侵
害
も
起
き
て
い
ま

す
。
背
景
に
は
、
介
護
の
仕
事
を
低
く
見
る
風
潮
が
あ
る
か
ら

で
す
。
介
護
職
が
足
り
ず
事
業
所
が
成
り
立
た
な
い
状
況
で
あ

り
、
働
く
環
境
や
賃
金
の
改
善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。 

介
護
を
重
要
な
産
業
、
雇
用
の
場
と
位
置
づ
け
て
町
を
創
る

こ
と
が
、
家
や
田
畑
を
守
る
事
に
な
り
、
若
者
が
帰
れ
る
町
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

国が訪問介護報酬引き下げ 『介護危機』深刻 
訪問介護が町から無くなる、どう生活を守るのか 

赤旗まつり 2000人 大盛況 

山下党副委員長、にひ

参議院議員、四国比例

予定候補の白川、浜川

さんが挨拶。私たちの

手で、政治を変えよう、

と呼びかけました。 

 

私達の事務所は、

牛串、たい焼きを

出し大盛況！若者

チームのおかげ

で、たい焼きは

570 個以上売れた

ようです。 


